
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

100

0

0

0

備考

100

全学DP(4)
0 0 0 0

《経験年数３》

《内容４》 《経験年数４》

 

全学DP(2)
0 0 0 0

全学DP(3)
0 0 0 0

○

評価方法／ディプロマポリシー
定期試験

クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

DP(4)

多様な社会に対応できるよう豊かな人間性を養い、人との関わりの中で自己の考えを的確
に表現するとともに、他者の意見を尊重し良好な信頼関係を築いていくことができる。

学生一人ひとりが、様々な課題に取り組み解決する学修経験を積み重ねることで、その場
の状況に応じた活用力が身についている。

優れた専門知識や技能を修得し、他者と協調・協働し、社会の一員として、それぞれの専
門分野において貢献できる実践力を身につけている。

科目名称：
担当者名：

区分
基礎教育科目

授業の達成目標・到達目標

演習 1

WebコミュニケーションⅠ
井戸 健敬、　若月 博延、　上野 高裕、　大谷 友理

授業の目的・テーマ

基礎教育科目

　本演習では、魅力的な記事を作成するための「企画力」「実行力」「ユーモアセンス」を身につけ、パソコンをはじめ各種情報機器
の効果的な利用について学修します。また、プライバシーや権利など情報発信時に考慮しなければならない問題についても実践を通し
て学びます。
　広報活動の一つとして、ブログやFacebookなどで情報発信を行う企業や幼稚園、保育園もあり、学科を問わず必要とされる知識を身
につけることを目標とします。

全学DP(1)
0 0 75

建学の精神「遊学の精神の涵養」と設立の理念「金城から地球を歩こう」を基に、基礎知
識を修め、地域社会を理解するとともに多様な文化に対応できる幅広い教養が身について
いる。

《内容３》

　本学Webサイトに学生ブログコーナーがあります。このブログコーナーは、主に学生が情報発信する場として構築したもので、学生
目線の投稿によって生の情報を届けるサイトとして運営しています。
　本演習では、ブログの投稿を通して、魅力的な記事を作成するための「企画力」「実行力」「ユーモアセンス」を身につけること
と、パソコンをはじめとする各種情報機器の効果的な利用方法の習得を目的とします。

25

実務経験のある教員の担当 担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

《内容１》
　Webデザイナー（大谷友理）

《経験年数１》
　17年

《内容２》 《経験年数２》

授業形態 単位数



12時間以内にレビュー送信した。
告知記事については1週間以上前
にレビュー送信した。

3日以内にレビュー送信し
た。告知記事については3日
以上前にレビュー送信し
た。

事前事後学修時間（分）

第１回 15分

第２回 15分

第３回 30分

第４回 30分

第５回 30分

第６回 30分

第７回 30分

第８回 30分

第９回 30分

第10回 30分

第11回 30分

第12回 30分

第13回 30分

第14回 30分

第15回 30分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

授業の内容・計画

レベル4  レベル3

成績評価の方法・基準

課題に対してのフィードバック

取材及び投稿10（各自、取材に出かけ、写真撮影等を
行い、ブログに投稿する）

取材及び投稿11（各自、取材に出かけ、写真撮影等を
行い、ブログに投稿する）

デジタル機器・PCの利用方法、
撮影および画像処理方法

PCとスマートフォンの接続方法等につい
て調べておく

過去の投稿を振り返って反省点を確認し
ておく

取材及び投稿3（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

スキルアップ演習2（授業内でディスカッションしなが
ら、今後の投稿内容などを議論する）

投稿内容

体裁

読者に訴える興味深さ、面白さの
ある記事であり、その内容を他人
に知らせたくなる記事である。

1週間以内にレビュー送信し
た。告知記事については24時
間以上前にレビュー送信し
た。

再編集を要する、または再編
集に準ずる内容である。

　事前事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間
と準備学習を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。
　また、事前事後学修としては、他履修者の投稿を含め、関心を持ってブログサイトや公式SNSを閲覧し、メモをつくっておく
こと。

スキルアップ演習1（授業内でディスカッションしなが
ら、今後の投稿内容などを議論する）

過去の投稿を振り返って反省点を確認し
ておく

事前事後学修の内容

教科書・参考書

取材及び投稿1（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

取材先や取材内容について調べておく

ガイダンス 本学Webページをチェックしておく

取材先や取材内容について調べておく

取材及び投稿2（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

取材先や取材内容について調べておく

取材及び投稿4（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

取材先や取材内容について調べておく

取材及び投稿7（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

取材及び投稿8（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

取材先や取材内容について調べておく

取材先や取材内容について調べておく

取材先や取材内容について調べておく

取材及び投稿5（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

取材先や取材内容について調べておく

取材及び投稿6（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

取材先や取材内容について調べておく

　　投稿記事1件ずつに対してルーブリックによる評価を行い、各自がサーバーで確認できるようにする。

　　教科書は利用しない。
　　各種Webサイト等は参考となる。

　　企画内容・取材内容25％、投稿内容75％

事実が淡々と述べられてい
るが、興味深さや面白さの
ない記事である。

全体で誤字・脱字や文体の不統
一、各種設定について数多くの修
正が必要である。

読者に訴える興味深さ、面白
さのある記事である。

　定期試験は、

視覚的効果

鮮度

文章に合致した適切な内容の
写真や動画などが含まれてい
る。

掲載されている写真や動画
などに物足りなさが感じら
れる。

24時間以内にレビュー送信し
た。告知記事については5日
以上前にレビュー送信した。

取材及び投稿9（各自、取材に出かけ、写真撮影等を行
い、ブログに投稿する）

取材先や取材内容について調べておく

取材先や取材内容について調べておく

レベル2 レベル1到達目標ルーブリック

文章に合致しない写真や動画など
が掲載されており、再編集を要す
る、または再編集に準ずるビジュ
アルである。

全体で誤字・脱字や文体の不統
一、各種設定について数箇所の修
正が必要である。

全体で誤字・脱字が極めて少なく、文
体が統一されているか、適切に使い分
けられている。また、各種設定が適切
である。

文章に合致した適切な内容の写真
や動画などが含まれており、その
構図やアングルに工夫が見られ
る。

再編集を要する、または再編
集に準ずる体裁である。


